
様式 

鶴ヶ島市附属機関会議録 

【開催概要】 

会議名 令和７年度 新町小学校・中学校合同学校運営協議会 

日時 
令和７年９月５日（金曜日） 

１５時００分～１６時３０分 

場所 鶴ヶ島市西市民センター 第一学習室 

出席委員 

(新町小)  

武田和子委員(兼)、   髙橋裕一委員、       忍足順子委員、   

中里由架利委員(兼)、 菊池あきな委員、      田邊昭子委員、   

萩原基雄委員、       安保聡美委員（兼）、  髙篠志保子委員(兼)、   

安達隆元委員(校長) 

(西中) 

武田和子委員(兼)、 佐藤清治郎委員、     中里由架利委員(兼)、 

井上晋委員、       高篠志保子委員(兼)、 安保聡美委員（兼）、 

宮本薫委員、       佐藤克則委員、       池田恭子委員       

真武公司委員(校長) 

    ※（兼）新町小・西中 兼務       

欠席委員 
（新町小） 内田優委員、 豊田梓委員 

(西中)  鈴木眞治委員、井上隆委員 

事務局 
野尻剛司 教頭(新町小)、   浅見和穂 教頭(西中)、 

三浦芙美代 事務主幹(新町小)、   市川実 事務主幹(西中) 

議題 

(1) 令和 7 年度全国学力学習状況調査結果の概要と令和 6 年度全国体

力・運動能力、運動習慣等調査の児童質問紙の結果の概要を踏まえた、

「【ご家族・地域の方へのお願い】」について 

配布資料 

資料 1 令和 7年度学校運営協議会次第 

資料２ （様式１）令和 7年度全国学力・学習状況調査結果の概要と 

今後の取組について 

      （様式２）令和 6 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の児童質

問紙の結果の概要 

資料３ 鶴ヶ島市立新町小学校 学校だより「明日への希望」 

資料４ 鶴ヶ島市立西中学校 学校だより「希望の花」 

公開・非公開 公開 

傍聴人数 ０人 

会議要旨 

・各学校委員、事務局の自己紹介を行った。 

・報告事項（１） 近況報告について 

  各校教頭より、これまでの児童生徒の学校での活動状況を報告した。 

・報告事項(２) 令和 7年度学校運営協議会研修会報告について 

  宮本委員、忍足委員より学校運営協議会研修会の報告を行った。 

（１）令和 7 年度全国学力・学習状況調査結果の概要と令和 6 年度全国体

力・運動能力、運動習慣等調査の児童質問紙の結果の概要を踏まえた、「ご

家庭・地域の方へのお願い」について、4 グループに分かれて熟議を行った。 



１ 開会 

  出席委員は、新町小学校 10 名、西中学校 10 名合わせて２０人（実数は 18 人）、過半数に達し

ている。傍聴希望者は０人 

 

※自己紹介 

 新町小学校学校運営協議会委員、西中学校学校運営協議会委員、事務局の自己紹介を行った。 

 

 

２ あいさつ 

会長あいさつ、新町小学校長あいさつ、西中学校長あいさつを行った。 

 

 

３ 報告事項 

（１）新町小学校・西中学校の様子について 

＜新町小・野尻教頭＞ 

〇 ２学期が始まり、児童は笑顔で元気に登校している。 

〇 暑さ対策として、屋外での体育を制限し、こまめな水分補給を促している。 

〇 １学期の始業時には、新しい学年や担任、友達になじめない児童も見られたが、徐々に慣れ、２

学期は比較的スムーズにスタートできている様子である。 

〇 今後も、学校・家庭・地域が一体となって、児童を見守っていきたい。 

＜西中・浅見教頭＞ 

〇 全体として、落ち着いて 2学期を迎えている。 

〇 3 年生は、部活動を引退し、進路に向けて集中して学習に取り組んでいる。 

〇 2 年生は、修学旅行に向けた準備が慌ただしくなってきている。 

〇 1 年生は、落ち着いて授業に取り組めるようになった。1学期と比べて、中学生らしい姿が見ら 

れるようになった。 

〇 2 学期も実りある学校生活を送れるよう、見守っていきたい。 

〇 学校だよりやホームページに写真を掲載しているので、ぜひ見ていただきたい。 

 

（２）学校運営協議会研修会報告について 

＜新町小・忍足委員＞ 

○ 7月18日、鶴ヶ島市女性センターにて、三鷹市の四栁千賀子氏を講師に迎え、研修を行った。 

○ 学校運営協議会を機能させるためには、コミュニティ・スクールを真に実質あるものにしていく

必要がある。 

○ 学校・家庭・地域が当事者として協働し、子どもたちにとって通いたいと思える学校を目指すこ

とが大切である。 

○ 子どもたちの意見を聞いたうえで、地域として何ができるかを考えることが重要であり、誰もが

意見を言える環境づくりが必要である。 

○ 学校運営協議会には、意見を述べたり承認したりする権限がある。 

○ 何を実現するのかを熟議で重ねるだけでなく、その内容をもとに学校と地域が具体的な行動

につなげていくことが大切である。 

 ＜西中・宮本委員＞ 



○ 研修には、各小中学校から 16名が参加した。 

○ 5 つのグループに分かれ、グループ協議を行った。 

○ 各学校の事例を挙げながら、課題について熟議した。 

○ 学校運営協議会としての自覚を持ち、今後も取り組んでいきたいという感想があった。 

 

  【協議事項】  

議題 

（1) 令和7年度全国学力学習状況調査結果の概要と令和6年度全国体力・運動能力、運動習慣

等調査の児童質問紙の結果の概要を踏まえた、「【ご家族・地域の方へのお願い】」について 

 

４グループに分かれて （様式１）「令和 7 年度全国学力・学習状況調査結果の概要と今後の取組

について」と（様式２）「令和 6 年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の児童質問紙の結果の

概要」の資料をもとに熟議を行った。 

 

A グループ 

・あいさつや返事がよくできている。 

・地域とのつながりが深い。 

・スクリーンタイムが長い傾向がある。幼児期からスマートフォンの操作に慣れている様子が見られ

る。 

・夜更かしにより、朝起きづらい子供がいる。 

・朝食をとらない子供も見られるため、その背景について学校で実態を把握する必要がある。 

        

B グループ  

・スクリーンタイムが長い。 

・睡眠時間が短い。 

・将来の夢や目標を持てている。 

・先生から良いところを認められており、良好な関係が築かれていることがうかがえる。 

・人が困っているときに進んで助けられていることは素晴らしい。 

 

C グループ 

・朝の見守りの際に声をかけると、子供たちはきちんと返事をしている。 

・小学校、中学校には楽しく通っている様子が見られる。 

・スマートフォンの利用時間が長いことが、睡眠時間の短さにつながっていると考えられる。 

・スマートフォンやゲームに夢中になり、家庭内の会話が少なくなっている様子がうかがえる。 

  

D グループ 

・家庭での子供の状況を把握することが難しい。 

・スクリーンタイムが長い傾向がある。 

・地域では、保護者がスマートフォンを見ながら子供と関わっている様子も見られ、子供との関わり

方について考える必要がある。 

・地域としては、読み聞かせやあいさつ運動を通して、子供との関わりを大切にしたいと考えている。 

全体として、あいさつや地域とのつながりなどの良さが見られる一方で、スクリーンタイムの長さ



や睡眠不足、朝食欠食、家庭内の会話の減少などの課題が挙げられた。今後は、家庭や地域と連

携しながら、基本的な生活習慣の見直しに向けた働きかけが必要である。 

 

５ 閉会 


